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　　　　　　．　　　　　　　　　１．青年時代め雅澄の日記

　鹿持雅澄の青年時代の日記があることを知り，ざっと一一覧し7二のは昭和二十五年のことであっ七

が，このたび現在の所蔵者である刈谷正勝氏の御好意によ･つて借賢することが出来たので，これに

ょって知り得7二ところを記しておきたいと思う．

　日記は二冊で，いずれも本文と同じ料紙を表紙にして紙瑳で仮綴にしてある．その一冊には表紙

ｋ「文化九壬申」とあり，本文は二十四校で，声月元日から十二月二十四日までの毎日の記事炉あ

る．一月十五日の記事の中に「深澄案云久|とある．深澄談雅澄の前名であるやら，これによつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
で日記が雅澄のものであ名ことが明らかである.･

　がとの一冊には表紙に「自文化六年己已」とあり，･内容:よ

　（1）はじめの十五秒に十二月二十五日から･七月四日までの毎日の記事があり，

　（2）第十六枚は八月十三日から十九日までの記収であり，　　　　　　ヽ

　（3）第十七枚第十八枚は七月二十こ日の記事である．　　　　　　　　　　　ノ

このうち（1）･は，表紙に「自文化六年己巳」とあるにもかかわらず，実Jま文化九年十二月二十五日

から翌年七月までの日記であると詔められる．その理由を挙げると，　　　‘・

　ａ．日附が文化九壬申の日記にそのま‘ま接続していること。

ｂ．文化九壬申の日記に，六月七日に了始教授館詣」とめって，この日記に〔教授館出〕゛という

記事がひきっづいて出ており，又前者で初会っあっ7こ日本紀会の記事炉後者に見えていること；

，ｃ．この日記の正月二十一日に「去十二月十六日太守隊江戸二於而御任官之由今月九日之御飛脚

二御国元へ聞ル由也」とあり，これは文化九年十二月十六日に山内豊資が侍徒に任ぜられ7二　のを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
さすど思われること．

などである．次に（3）の部分は（1）からそ口まま続いていないけれども，多分同.じ年のものであろ･

う. (2)は誤ってこの位置に綴じられずこものと見えるが，その筆蹟が(1) (3)とかなり違うので，同

じ文化十年ﾌ:yものではないらしい．表紙に「自文化六年己巳」と’ある（この文字は後年の雅澄の筆であ

る）のが単なる思い違いでないとすれば, (2)は文化六年の日記の断片であることになるが,△ともあ

れ（2）（3）にはこれという注目すべぎ記事が見えない．　　　　　　　　　　　　．　　　　　　≒

　かくして二冊７）日記の少くとも主要な部分は，文化九年（雅澄数え年二十二才）の年頭から翌十年

の秋にい北る雅澄の日記であること犀疑い炉ないと思われる．　　　　　　　　　　　　　‥

　ぎて日記の記事はおおヽむね極めて簡単なものであるが，当時における雅澄の研学の模様を窺うこ

とが出来るのであって，そこに主な興味がかけられる..以下その点を主として，日記によって知ら
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　れる事柄を順玖に挙げてみように，二：……

　　　　　　　　　　゛　　１　　　　　　　　１１　　　Ｓ　　桃李館に学んだこと．　し　　ｊ　ｌ　……

　　文化九年一月十六日に｢桃李館授読始｣とあり，以後同年八月までの間に桃李館に出席し7ことい

　う記事炉頻出する．(総てで百回．八月,には回数が少くなる.)桃李館が如何なるものか，残念ながら不

　明であるが,･漢学塾でめったことは．雅澄炉そこで左傅・論語・小学・詩経を学んでいることから

　明らかである．以前よりここ犀学兄七いて，この年八月までそれ炉っづけられ7こものと思われる．

　漢学を中村隆蔵に学んだという傅えと思い合わせると･，桃李館とは中村の塾の名であっす二かとも想

　　　　　　　　゛　　　　　　　　；１　　　　●　　　　　　　　　　　・　　　．
　像される．　　　　　　　　　　　，＼∧・

　　教授館に通っ7ここと．　　＼バ＝………‘I………

　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　●
　　教授館は土佐藩の藩校そある√女化九年六月七日の日記に｢始教授尉頑」;｣とあり，その右に

　小さい文字で｢万章上篇三章目ヨリ聞｣とある．　この頃から桃李館への出席炉減少しはじめ，九月

　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　，Jl　　s●j　　　｀6　からは専ら教授館ぺ出席するようになっている．出席回数は翌年三月二十九日までに九十六回，四

　　　　　　　　　　　　　　　　　.●　≒　　　‘｀　　　　　　　　　　　　；
　月からは出坏の記事がrii-.＼論所天は孟子?講義を聞いずことある日が四日ば力うあるが，あとは

　単にF教授館出｣｢教授館出勤｣などとある，ところで文化九年六月二十一日，つまり教授館に出

　はじめて間もない頃の日記に,ノ　．レダ

　　教授館出，未ノ刻帰，今甘万葉官本拝見始業

　とあり，十年三月二十九日の狂記娯,…………

　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ　　　　　　ｓ　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ　　　　　　　　　　　　　■

　　教授館出，万葉集書入卒業し．　　ソ．

　とあって(これにっいては下にも述ぺ乙.が)，しかもこの三月二十九日を最後として教授館に出7ことい

　　　　　　　　　　　　　jl　　　　　　●　　j　う記事が見えなくなるのは意味ぷ力でそうである．如澄の教授館に出7二目的は，表面はともあれ実際

　　　　　　　　　　　　　●　．●"･　　ゝ　ｉ　　　ｌｌ｀Ｉ　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふ　には，万葉研究の便宜を得るず二めであっ7このではないか．恐らくそうであつ了こと思われる．なお

　　｢出勤｣という文字炉使ってあること，桃李館出席の記事には必ずその日読んだ本の名が書いてあ

　るのに教授館の記事に.は乙れが,ほとんど'ないこと，この二つの卓から，雅澄は教授館の何か下役と

・して勤務しつつ,.時には講義を聞,き，かっ万葉拝見の仕事をつづけ7このではないかとも想像される

　が，最初教授館に出7二時にも既に万章上の講義をきいておるのであるから，出勤の文字にさほどこ

　だわる必要はあるまい．教授館附席の記事に書名炉書かれていないのも．雅澄の関心が既に万葉に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|¨　？　Ｉ　　．　集中してい7二からであるとすづきであふう．・

　　友人同志で絶えず会読を行うすごこと，………jl／ヽ

　　山本堅三郎・山本源吾・土居雅樹・村岡半戴･･大町(稲城か)・竹村・岩井・楠瀬・小楓等の友

　人の間でしばしば会読を行ってしでるい･会読のテキストと，雅澄の出席回数とを示す･と，靖献遺言

　(三回)，詩経(十回)，古文賞宝ぐ九回)，小学(二回)，史記本紀(四回)，左傅(十六回)，以上は漢籍

　であるが国書の方には厭蝕太平集記(十五回)，直日霊(一回)，土佐日記(一回)，平家物語(三回)，

　土佐軍記(四回)，元親記(五回)パ北条九代記(三回)，日本紀(四回)，日本紀(八回)．(ここに日本紀

　　　　　　　　　　　　　　　ゝ　　●　　．･　　－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ　　　　　－　を重出させiこのは会読のグループか別だからである.)これらの会読は同志の家々で交代に行われている

　こと炉多い炉，雅澄の家が会場となっ汀こと.も二十回ほどあっす二．ここに列記し7こ書名を見ね7こし

　七ところ，漢籍刃方炉国書にお.とらす学ばれておｂ，国書にも研究の中心があるとは見えない．こ

　れは日記が他との交渉の記録予主と＼し，雅澄一人での読書や研究にっいては託りなかっす二す二めであ

　ると解せられる．　　　　　，．　　｀　ｌ,．｀　　　　　　　　　　　　　　　　　　４　　　●．　　　　　　　●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｕ　　　　　　　．
　　．玲々歌会に出席しｔﾆごとに･･　ノ　ハ

　　歌会の記事は六回，滉のうTら文化九年二月二十七日の日記には歌が書きとめられている．すなわ

　ちべ今一夜於川原直良家歌会出窓，探題ノ歌｣として次の五首がある．

　　　　　　寄雨憲　　　　　　　‥‥‥　　　':(



　　　　　　　　　　　　鹿ト持雅一澄　の　青ﾄ年時代　　（小関）　　　　　　　3:

　シクシクーニ雨フル夜ヲ妹ニコヒナツミテソ＝･シ雨ノ零夜ヲ　グ　”・

　　　Ｔ寄木　　●一一１‘　　●・　●¶　　　　゛　，　　　　　１　１１｀　　　”

　管自花ニホヘル君力菌ケル春ノ柳ニナラマシモノヲ・　　　　　　　　　　　　　　＼

　　　　　寄　草　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／●

　，大鳥ノ羽根ヌ崎ナルナヒ午藻ノ脈キタ思フト妹シルラタ十　　　，　≒ク　　Ｉ’　　，

　　　　　寄露Ｉ　　　　　｀（　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　掠牡鹿ノ通フ秋野ノ白露゛ノ繁キ念ヒ･ニ吾ソ消タヘシ　　　　　　　　　　　　コ

　　　　●寄　●獣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　フ　　･･　‥

　朝霧ノカヲル岡辺‘Iﾆ立牡鹿ノ立テモ居テモオモホエリレ君．　　　　　　　　　　　　　　　？

’もっぱら万葉を模擬せんとし7こあとが明らかであ’づて／彼の万葉研究がこの頃相当に進められてい

7こことも，これらの歌によつで想像さ,れると思うに

’万葉集への書入れを終えず二こと／　　　　　　　　　　　・　　，　　　　　　　　∧

　　　　　　　　　　ｌｊ　　　　　　｀　　　　　　　　　　　●　ｊ　　　　　　　　　　　　　●　これにっいては既に隔れておい北．文化九年六月二十一日に始められ仁万葉官本による書入れが

翌十年三月二十九日に終了しｔﾆということであるが，問題は万葉官本とは何であるかとい’う点にあ

る．後年のことである炉，雅澄自筆の汀万葉集古義総考・四」（宮内庁書陵部蔵）の四十二丁の符座j

に，「首巻目録ヲモ改ム」レ筈，館本組岡本‘トチ」　とある．古義総考の文を改めたので,’それに吉じ

て古義の首巻目録の文をも館木祗岡本とも改むべきだというのであるが，ここに館本というのは教

授館所蔵の万葉集古義であると考える他ない．一方やはり雅澄自筆の「万葉集人物傅」稿本　に，
’　　　　.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
各人物の名の下に，例えば　　・’

　古義三下三十丁　　薔三ノ四十五丁

　　　　●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　●　｜　　　　　　　　●　　　　　　　ｒ　ｌ
　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　●
　官四十五丁　　　　　　　　　　･・　　－　　　　　　　｜・　．Ｉ‘ｊ　　　　．”ｉ　-．

の如くその,人物のφらわれ局六義註釈の部の丁数ヤ示してあ仏単に古義とめるの壮雅澄の手許に

あつ7二本であり，「官」とあるのは「官本」の略で,｀教授館所蔵の古義であ,ると思われる．かよう

に雅澄は教授館の本を館本主君は宮木と呼んだと詔められるので，文化九年日,記に万葉官本とある
．．　　　　　　　　・　　　　　ゝ　●　　　　　　●．　　　　　　|曙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嘔
のも教授館所蔵の万葉7）意味であろう･と忍われ乱べ代匠記に見える宮本万葉集は，古義の総論の諸本の･

項によっても，雅澄がこれを見ていないことｶ倣かである.）フバ　ごご

　が,．その万葉官本がどんな本でめったかは分からない／それは万葉集の一異本で,二徒つて雅澄の

書入れは本文や訓の異同に関する書入れであっ了二と考えるのが順当のようでもある．･じがし又それ

は万葉の註釈書であつ7こと考えることも川来る．何故というに，　　／　　　　∵　グブ

　（1）もしこの時異本による書入れがなされ北とするならば，その異本が古義にあらわれそうなも

のであるヵ≒古義にはそれらしい言のがない．　”’　　　　／

　（２）この書入れを終え紀年の秋に雅澄の書い七F万葉集記聞」　の本文異同に関する記事も，先

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）行註釈書からの孫引以外には一つもない.

　（3）註釈書は貫入本にもとづいて成立する例が多くｊ「記聞」にもそのもととなつす二書入水（註

釈に関する書入れをな’したもの）炉あるのが極めで自然でめ･る．三月に書入れを終え君万葉集こそそれ

であつ7二のではない加一一　‘’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；

　（4）次章で述べるよう犀，雅澄炉万葉研究に浚頭しはじめ7二のは文化七年をさかのぼら‘ない．文

化九年に異本研究腸着手するのはいさ,さか早きに過ぎるではなかろう力‘ヽ.’.　　　∧

　かくして日記のいわ叩）る.「万葉官本」とは教授館所蔵の万葉註釈書であっちとする考えに私は傾

くのであるが，ししそうならばその註釈書は何であっ7二か．「記聞」に引用され君先行註釈書を見

ると，「考」「玉の小琴」「略解」の三つがあるに過ぎない．そうして「考」や「略解」はすでに刊．

行もせられてい7二けれども,雅澄の手近な所にそれらがなかつ紀ことは十分にあり得ることでめる

　（雅澄の蔵書目録　を見ると，雅澄が晩年になっても自分のものとしては殆んど何一つ万葉註釈書を所持してい･

　　　　　　　　（5）　‘゛
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なかったことがわかる.）彼炉教授館‾で見7このは多分これら三つの註釈書などアあつ7二のではあるまい

か．　もとよりこれは一つの推測にとどまることであるが，とまれ日記によって，雅澄の万葉叫究が

文化九，十年のころ着々とｰす.すめられていたことが明らかになるわけである.

　　　　　　　　　　　　f｀l　　　　jl
その他のこと．

　日記によって知られる主要な事項は以上でっきるが，他に雅澄の傅記を見る上に興味の.4）る事柄

･を二三つけ加えておき仁い..∧　▽

　　その一つは雅澄の病弱であっ九らしいことである．病気の7こめ桃李館や教授缶を一日か二日ぐら

･いずっ休んゼ記事炉日記に散見し，その日数は通計十五日に及ぶ．後年雅澄は，「雅澄幼稚ノホド

ヨリ身ニナユクレノ病多クシテミツレ４,ミツレシモーノカラ‥･」（「報本論」）などとしばしば述懐し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）ているのであるが，二十二・三才の頃も強健であっ鎧とは言えないようである．　　‥

　一つは雅澄の文珠信仰である卜日記に文珠参秤とあるのが十三回，ほとんど毎月かかさすに，そ

.れも大抵は二十五日に参絆し七いる・･これ臨幅井村なる雅澄の家から一里ばかりの五台山の文珠で

あって，あ･る時は鶏鳴にある時ほ夜に入ってから参奔しているのを見ると，青年雅澄の学問上達を

　　　　　　　　　　　　　　　　　ｒ　ｌ願う一途な志のほどがしのばれるご　‥　・　　　　　　　＼

　今一つは雅澄の族行である．雅澄は柊生郷国土佐を出でなかつ了ことよくいわれる．　ところ炉日記

によると文化十年三月，山を越えて讃岐の金毘羅に参詣し，丸亀の城下を見て帰っている．往復と

ヽも無論徒歩で喬るが，ある所では馬を借りて乗っ尤．生漉すこゼー度の国外への旅であっ7二らしい.

　〔註〕●　　　　　　　　　　　．　　　　　　し

　　［］）深澄･ふか澄･探徹などと署名したものがある．この名は少くとも文化七年から十年まで用いられている.

　. (2)「御家年代略記」（「山内氏時代史初稿」所引による.）

　　（3）この人物伝稿本の引目と巻一巻二とは書陵部にあり巻三は刈谷正勝氏の所蔵である.

　　（4）「万葉集記聞」は佐々木信綱博士の所蔵で，現存するのは「万葉集第一記聞之二」一冊のみ．奥に

　　　　　文化十年娶酉秋日　ヶ，．深澄稿

　　．とある．尾形裕康博士はその「鹿持雅澄」CP.342)及び「万葉学の大成」(P.40)に於て，この書が文化

　　　十年の成立であ右ことに疑を存しておられ芯が，私見によればなん･ら疑うべき根拠がないのみならず，こ

　　　の書の書風は当時の雅澄の畢風であって，例えば飛鳥井雅四氏所蔵の「南留別志丁（奥に，右文化十年葵酉

　　　冬日以篁氏所蔵本書写終於晒室飛鳥井深澄とある．この日附の書きようは「記聞」のと同じい）などと全

　　　く同一である．文化十年三月に於ける雅澄の万葉借入卒業の事実からみても，「記聞」の成立時期ははなは

　　　だ自然であると思われる√　フ

　(5) m陵部所蔵「鹿持雅澄蔵書目録」，刈谷氏所蔵「蔵書目録」.

　　（6）雅澄が先祖の事蹟を４べた･も万ので，子孫に対する教訓や自己の心境にも及んでいる．書陵部所蔵．

　　　　　　　　　　　　　　　　　U●　青年時代の雅澄の歌稿

　　｜古義先生著述書目」吻汀雅澄集レの解脱文の中に　　　　　　　　　　　　　　　‥

　　　　　　　　　　　　（1）　　／　　翁のね加きほどより’よまれずこる歌多くありてかぞへが北し．中にも弱年の時は近世風の歌をも･

　はらよ‘まれしにや，近世風の歌にﾐ殊に多力うしを，翁の家にはをさをさとどまら゛す･．

という一一一節抑ある．雅澄が方葉列の歌をよむより前に近世風（すなわち古今集以後の歌風）を多くよ

んだ事がこれによって知られるノしかし上付文にもF翁の家にはをさをさとどまらず」と言ってい

るのであるから，それらや）歌ばも･はや今日に残っている事はなかろうと思ってい7こところ，この7こ

び刈谷氏の傅える雅澄の戴書の中に，まさしく･近世風を主とし7二雅澄弱年の歌を多数見出すことが

出来心それは紙紅で仮綴にし紀五冊の歌稿で，重ねると三寸ほどの厚みに･なるもので，雅澄に発

表の意志がなかったものであるから，もとよごり集としての名がない．それで今それらを，便宜上そ
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･の巻頭にある歌の題をとって;「初春の巻」「雪の倦」「五月雨の巻」「湖霞の巻」「螢の巻」と名づ

肘ることとし，まづ各々についてその輪廓を略記することにする．　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　．　　　●　　　　　　●　　　●　　　　　　　　：　　　●　　　　，　　　　　■　　（甲）「初春の倦」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ

　　寅年（文化三年，雅澄数え年十六才）から辰年（文化五年）までの作歌が年時の順に款められている．

-歌の成るに従って清書して行っ穴ﾆものであろうが，後から推敲を加え仁歌炉甚だ多い．この点は次

孔述べる（乙）（丙）も同様である．主休をなす部分の歌数は

文化三年

文化四年

文化石1年

　12首

244首

1079首

であり，この部分の最後に見える日附は（文化五年）十二月一日である．以上とは別に巻末に

　卯年四十三首

　辰年乎旧のう7こあま7こ読7こる

’辰年乎’詠八月十五夜ナ瓦首

･の三つを添えてある.

　　（乙）「雲の巻」

43首

32首

15首

　　「初春の巻」につづく巻であつて，文化五年十二月から同六年五降までの歌を状芦)る．や昿り大

休年時の順になつている／歌赦は,　　　　　　　　　　　　　　　　　　''″

　　　　　　文化五年（十二月のみ)1　　　　　　　　　4３首

　　　　　　文化六年（五月まで)　　　　　　　　　　23０首

であるが，別に巻末に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

　　(い)　詠百首歌草庵集題借用　　　　　　　　　　lOＯ首　　　　　　　　　　　　　‘

　　(ろ)　題詠八十四盲（鼓に名づく)'　　　　　　　　8４首

　　(は）寛邦院公を悼み奉る辞

の三つが加えられている．（い）は文化五年八月に始めて六年五月に成就しすことあるｏ（ろ）の'歌は

多く後注の「湖抜の巻」に文化六年三月から七月までの歌と共に敗められ，又.「螢の巻」でも文化

六年のところに牧められているので，文化六年の作昴であることが分かる．（は）は「山豪集ｉに

ある「国つ粟文化五年三月二十一日汀戸にてうせ給ひぬるよし四月四日本つ国に聞えけれぱ悼み奉

る辞」の草稿である炉，寛邦院（山内豊興）の死は文化六年三月二十一日であるから，「山豪集」に



　６・

占めている.

　（戊）「螢の谷」

高知大学学術研I究報告　第４巻第34号

　文化三年から文政Ξ年までのナ五年間の歌をやはｂ年代順に集りこもの．その前牛をなす文化七

年二月までの作は，上記の甲乙丙Ｔの四冊からえらび出され北ものである事炉著しい．すなわち

■(1)「初春の巻」（文化五年十三月忿怒）よりとられ7こ歌

　（2）「雪の倦」の前牛（文化豊年十二月より六年三月まで）加らとられ7二歌

　（3）「湖霞の巻」からとられ勁歌｀尚

　（４）「雲の巷」附載の詠百首歌よ‥byとら」Ｕ二歌

　（5）「五月雨の巻」の後半（文化六布七月から七年二月まで）からとられ仁歌

の五つの部分が明らかに区別できるのである．以上の歌数;よ785首である．次に文化七年二月以後

の歌ふこりも「五月雨の倦卜匹フづく同様の歌稿からえらび出されずこものかと思われるが･今そ

れらしい歌稿炉見出されない／ごの部分の歌数390首である．この巻はおそらく文政三年頃，甲乙

　　　　　　　　●　　　　　　　1　　1｀　　　・　　●　　　　　　　　　　　　　　　　“丙丁等ぷそれまでの歌稿から歌を選んで編んだものであるから．自然ととのう仁作炉多く，推敲の

　　　　　　　　　　　　ｒ　●　　　ヽ　：筆を加え7こところも殆んど.ない.･

　きて以上五冊に含まれる歌の数分年度別に数えると大体次の女「|くになる．（文化八年以後の分は「螢

　　　　　　　１　　　　　　　Ｆ　　●　｜
．Ｑ●　４　　　　　　　　　ト

の巻」に於てほゞ｀年代順に並べられているらしいけれども，年度の境目が明らかでない事が多いので，一括して

数えすこ．乙（い）の100は文化六年のう’ちに数えた.）

　　　　　　　　　　　　　　I♂　j　　　　　●J%

文化三年　　　プ

文化四年

文化五年

文化六年

文化七年．’兄

文化八－一女軟三年

　・ム　　計　｀　　ロ　　･μ　　≒　Ｊ

　12首

287首

U69首

635首

353首

138首

2594首

　なお以上の他にヌ:化六年に長歌１首旋頭歌３首，文化七年に今様２首，文化八年以後に旋頭歌４

’首今様３首があるがレ,これらは上の計算には入れていない．ここに数えfこ2594首のうち「山漿集」.

･にある歌はわすかに170首であるから，新仁に雅澄の作として附け加えられる歌は2424首となる．

一口で言えばこれらは「山斎集,」以前の習作であづて，作品としての價値は言うに足りないもので

あろうが，「山漿集」への道程を示すものとして興味が深く，その他傅記的考察の資料として役立

つどころも少くないのであるj以下「山泰集」に牧冶られていない歌をつとめて引用しながら，雅

澄歌風の変温その他についで所見を毬づることとしたい．　　　　　　　　　／

　　　F螢の巻」には朱で合点の施されfこ歌が171首あり，そのうち170首は，「山章集」の巻頭から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｊ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　●　文砂三年下元真清に賠っ仁歌（山本修竺氏編「山斎集」43頁）までの歌-すこだし文化十三年の西灘族

　行文化十四年の幡多旅行の歌を除く一一と全く同一の歌であって，その排列の順序まで一致する．

　　　　　　　●　　　　　　　　　・　　　　　●　●Ｉ．これは「山章雄」･のこの部分がで螢の巻Ｌをもとにし，それから歌を選び出して編まれ包ことを示-

　す．ところで「螢の巻」，は前記の如く，「初春の倦」以下の歌稿から歌をえらんで編まれ7二もので

　あるから，結局「山徴集」のはじめの.部分（少くとも文化七年二月まで）の歌は，雅澄の当時の全作

　歌から二度にわ7こる撰歌の関門を経て最後に残ｊれ7二ものである事になるわけである．この二度に．

　わ7こる撰歌の状態を数字の上に示ずと次表の如くである．



　鹿　持　．雅･澄　の　青　年　時　代　　（小関）

一一一一

Ｚ

年　　次

「初春」「雪」「五月

甫」．「同居」に於け

る歌の数（Ｉ）

「螢J」ことられた歌

の数（Ｉ）

「山斎集」にとられ

すこ歌の数（�）

（Ｉ）に対する（Ⅲ）

の百分比

文化三年 12 １ ０ ．　　０

〃　　四　年 287 26 ０ ０

｀　　Z7　五一年 .1169 244 フ，／ 0.6弱

が　　六　年 635 453 21 3.3強

//　七年(二月まで)
101 61 10 9.9強

〃　　七　年
　(二月以降)

252 48

一文　化　八一
　文致三年 138 84

　この表の数字によって，「山徴集」の傅える歌が当時の仝作歌に対して.如何に小部分であっ7こか

が強く感じられる炉，それに共に，「螢の倦」並びに「山徴集」に採択される歌の数とその仝作歌

数に対する比卒とが，年と共に確実に増大してゆく’の炉認められるであろう．「螢の巻」の撰歌標

準は幼稚未熟な歌を･除き難のない整う7二歌をとるという程度であっ7こと思われるので，この巻にと

られる歌の増加は，漠然と分澄の作歌に於ける習熟を示すに過ぎないと思われるが，これと違って

　「山徴集」の撰歌の主要な標準は万葉調であるかどう加にあっ7ことすべぎであるから，それに採択

せられる歌の数と比率との増加は，雅澄作風に於ける万葉調の成長を意味すると見なければならな

･い．　そうして表の数字によれば，作歌の初二年の間には全く見られなかっ7こ万葉調炉，文化五年に

い了こってはじめてわずかに芽生え，年ごとに成長してり）き，やがて文化八年頃からは雅澄歌風の基

　　　Φ　　　　　　●　　　　　　　　　　ｓ　　ｒ　　　　　　　　　　　　　　●調をなすにい7こると見られるのである．この間の推移を作品に即してながめてみよう．

　雅澄の作歌炉何時から始まるかは正確には分からないが，「初春の倦」の文化三年（雅澄十六才）

の作12首一文化三年から翌年にかけて作られ7二百首歌の一部分で･ある一一は,’作歌をはじめて

｀間もない頃のものと見て大過なかろう．その中から数首をぬくと（カッコ｀内は推I敲された形．何時推

.敲されすこか分からない．以下同じ.）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　初　春　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　ご

　初春の初日ののぼる長閑さに天雲柳ふ峯のまつ風　゛

　　　　梅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥　，

　梅の花それとぞ匂ふ霞む夜の梢いづれとみえ分ねども犬（梅の花香ひぞしるき’霞む夜の禰はそれとみえ

　分ねども）　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　”

　　　　蛙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

　春雨の恵みをうけて妻意に川津鴫なり池の玉もに　　　　　　　　･‘

　　　　卯　花　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　賤がやのカリねにさける卯花を雪力ヽとのみぞ誤れける

など，なお未熟なもので，いかにも斯道の山口に立つ7こ少年の作らしく思われる．　　･．

　文化四年の作を少しく挙げてみょう．　　　　　　　　　　　　　∧　ニ

　　　●　蘭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●，

　ぬぎかけし主はしらねど藤ばかまきてみる野べに花ぞ匂へる　　　　　　　ご　一

　　　　初　雁

　月影もまだ晴やらぬ夕霧に峯飛こゆる初雁の声（初句，月影もなほ）



　　　８　　　　　　　高知大学･学術研究報告　第４巻第34号

　　　　　　怠゛’　　　　　ＩＩ　Ｉ　･１　　｀　　，４｀　　　　　　゛
　　　　　　ｙ逢懸　　　　　　　一，

　　仁まさかにかさね初ぬる小夜衣鸞る名残の夢の面影

　　　　　　踊中嵐　　　　　　．＜ニ

　　族衣かす二しく袖もさゆる夜直あらし吹をふ小夜の中山

　　　　　　　●1　　　　●　　　　　　　　　･J　■I
　　　　　　浦千鳥　　　しづ　に………

　　　　　　　　　　　　　　　　　　●j　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀　　　　　　　　　　　　　　/　　夜やふかく更であかしのうらI風阪千鳥友呼声ぞ聞ゆる

　　　これらによって当時の歌ヤ代表戸せてよいと思う．おおむね古今風の，時にば新古今風のあとを

　追わんとするもので，縁語懸詞を好んで使っていること，体言止が非常に多いこと（全歌数の半数以

　上）などが目立って感じられる.T万葉四色彩は少しもない．　かかる歌風が雅澄の出発点であっ7こわ

　けである．　　　　　　　　　　ｌ　＜．

　　文化瓦年･になると詠みぶりjが逢者になってくるように思われる．「初春の谷」巻末の「月の歌杏

　ま7二読仁る」を見ても，ト”レニ　．プレ，

　　河かぜに秋霧晴で山城９宇洽のやｲこ巾に澄る月加げ

　　吹おろす生駒の風に霧はれ七月.かげ清し秋しのの里

　　雁鳴て月影きよくなりにけり秋勿夜いｱこく斗けに吋らしも

　　　　　　　　　　　　　　　　　ぱＩ　･●･　　　ｉ　｀４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　こもりくの初瀬の鎗の声ふけ七饗のぴはらに月澄ね穴ﾆる

　　霧彿ふ明石の浜の塩風匹遠島かけて月すみわすこる　　　　　　　　　　　　　　　ｊ

　　　Ｐ　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　游やしがっに立て見渡せば比良の高ねを出る月かげ

　などﾄ相当の佳作もあぶよう七思お八√前年に比べてかなり進境を示していると言えるが，同時に

　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　.　，t,I
　ここには，第圭首の［T秋の夜い了こく魯けにけらしも］第四首の「こもりぐの初瀬トのごとき万葉集

　　　　　　　　　　　　　　１．．’･．･●　　　．ｋ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　●
．の影響らしいものが見出され｀るのセある．これは前年までの作には全然見られなかっ7こところであ

　る．この年の作は「山粛集」にもほじめてとられている（巻頭の７首がこの年の作であいが，それら

　は無論万葉模倣の作であ丿他匹も「初春の巻」には，

　　よそにきくかっら刊」のほどとし¥すい7こくななきそ我廻増る

　　　参考・紳奈備の伊波瀬の杜の喚兄島い7こくな鳴きそわが廻まさる（万葉集八. 1419)

　　蛙鳴く美津の小川にかげ見えで今や暖らん山吹の花　　　　　　　　　　．

　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　.　　　　　　u4　　　参考・河津鳴く甘南備河にかげ見えて今･か暁くらむ山振の花（万葉集八ご1435).　・

　　雁鳴で秋風寒くなるなべに春白の皿|は紅葉しにけり（三句以下，吹なべにさほの山べは色付にけりﾄ改，

　　ム）　　　　　　　　／　　ｙ　　　　　ダ　　・

　　’参考･,長月の時雨の雨にぬれ通り春日の山は色付きにけり（万葉集十. 2180)その他．

　などのような明らかな万葉模倣作が見当る．文化五1年に雅澄が万葉集を読み初めたことが想像せら，
　･●　　　　　　　　　　●ｉｒｌ　．･　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ａ
　れるわけであるが，当時の歌風奄休としてはなお到底万葉風であるとは言えない．すなわ･も．

　　　　　　　　　　　　　　　ｌ　－　｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　4●÷a÷　　　　・
　　　　　　元旦試筆　　　　＼∧.･・　.　･･

　　長閑しな春立けふや唐土も我日本を先めふぐらん

　　　　　゛春　風　　　　「ﾐ●･　●●　　　●　－．．

　　まだき暖梅のほっえを吹を妁て百本の花犀にほふ春風

　　　　　　春曙．　　　　√１　　　･･　　　　　　　　　ご．ヶト　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　●..lj
　　心あらん人に見せばや足引の山楼戸をあけぼのの室

　　　　　　無　題　　　　　　＼＜　　ノ

　　とへかしな春をとどめ七藤浪の花吠匂ふ宿の梢を　　　　　　　　　　　　・　　　・

　　　　　　白雨　　‘　＜フフ．／

　　鳴榊の音も7こゆみて夕立の晴行あとのかぜぞすすしき



　　　　　　　　　　鹿卜持雅澄　の尚青．’年ご時代・　（小関）･　　　　　　　　9:
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-

　　　　●碍　衣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　吹おろす生駒の嵐身にしみて衣打也秋篠の里　　　　　　　　　　　　ｌ　　　ト

　　　　夜原

　土佐の海や荒き磯逡による浪のよるは砕げて物をこそ思へ

　　　　‘山時雨　　・

　柾に）葉も色づくば力う奥山の山べは間無時雨ふる也犬　　　　　　　　（以上〔初春の巻〕）

　　　　　　　　　　　　　　　　ｇ　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　ｉかような歌がほとんどすべてを占めている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　゜

　　　　春　雨　　　　　　　　　　　　　　プ

　けふ幾日ふるき軒端7）春雨にむかししのふの露ぞやどれる

　　　　寄川原　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥

　昔にのみ高瀬の川の川浪はわたらぬだぱも袖ぬるるかな

　　　　鉦題　　　　Ｊ１●ゝ　ｒゝぷａ　　　ｉ
　片糸の身をよいぺるかひあらば王の緒ばｶﾘ）逢屎てし炉な（三句，かひあ｀りてﾄ改ム）‘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上「初春の巻」）･

のごとき縁語懸詞をもてあそ/?しだ作も相変らす･少くない．万葉に興味を持ちはじめ,.折々万葉語を

使って作歌を試み7こというのが，この頃っ状態であっちと言ってよかろう．

　万葉瓦を模し7二作は文化六年良なると急に多くなる．それは「山斎集」所牧歌の数「上掲の表参照」

から纏せられる以上に多く，例えば次のような作把乏しくない．　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　花の歌十首よみける（「雪の巻」文化六年三月）　　　　　　／

　芳野山嶺にも尾にも奨匂ふ花の盛は見れどあかぬかも

　初瀬山尾上の梗呪ぬらし,檜原かうれにかかる自雲

　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I･　移ふも呪ぬもあれど梗花なべては今セ盛といふらん

　朝さ･らぬ雲と見るまで高座の御笠の桜吹出にけり　　　　　　　・　　　　　　　　　　し

　よる浪のかへさ忘れて孕薦磯逡の山の花をみる哉　　　　　　　　　　　　　｀

　桜花今盛なり打群でいざ袖ふらん春の山べに

　吹おろす嵐の風の匂はずば花ともしらじ嶺め白雲（以下３首省く）

出来ばえはともかくも，まずは万葉風を自ぎして詠｀まれたものと言えようご第四首目のは「山嶺集」

にも牧められている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　この年五月にははじめて万葉改名で書力寸けこ歌炉あらわれ，同じ月にっづいて欝1兪歌と題ずる作

四首がある．

　　　　夜五月雨（「雪の巻」文化六年五月）

　掻曇晴間文不見梅雨二月之夜頃目安太二過南

　　　　剪喩歌湖上）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥

　予而徒吾標結志春日野之石竹乃花誰手折武

七月にははじめて長歌ﾌ）作があり，ついで八月には旋頭歌が作られすこ．この旋頭歌は友人大町稽妓

におくっ包もので．●

　吹風もややはだ寒き秋の終夜　若草の妻し巻らん君し乏しも（「五月雨の巻」．末句，君をしそ思ふト

　改ム）．

稲城の返しも旋頭歌で冷っこ幼稚なものながら雅澄十九才の作としてほほえましく，とにかく万

葉掲自の歌体ともいうべ’き旋頭歌がは’じめて試みられ包わけである．かように雅澄の万葉渡隨は,’

用字法や歌体にまで及んで行くのであって，この頃からの作歌のおよlそ牛魏ま万葉集を念頭におい

て詠まれているように思われる．　　　　　　　　　　　　　　　　‥　二　　づ　尚　　　－
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　　　　　雲（「雪の巻」文化六年三月）．　･犬

　磯遠く摺出て見れは石見の海高角山に雲棚引ぬ

　　　　　百合（同上，五月ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．･●

　夏草の野島加崎に舟よ甘てさ夕りの花の１ｶﾘ）をそ見る

　　　　　鵬舟卿（「五月雨の巻」文化六年五月），

　さ月闇夏箕の河の川淀に鶏阿の小船力?ｶﾘ）！す見ゆ

　　　　　春川●（同上）　　　　　‥　　　　こ

　春去は若鮎さはしる松浦河流るる水の曹も長閑し

lなどのような万葉の語句をとっ7こものも多く見当る．がそれと共に一方に，

　　　　　増懸（「五月雨の巻」文化六年五月づ・

　哀わかよる瀬もしらで洞川袖斗牡泥まきり.けれ

　思川渡らぬ先はかく斗吾衣手もしほらざりしを

　　　　　桂浜（同上，七月）．……･ﾀ‥‥‥

　所から月の光し清けれはからら分浜と名にや立らん

　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　１　　　　　　●などの如き後世風の歌が,応葉を参べだものにおとらす多く詠まれているのである．

　文化七年の歌も六年のと大,きな相違はない．－･々例を挙げるまでもな．い炉，新7こに見出され7こ歌

の紹介ヵ七ヵ胆，との年の作若干を引いておく．「山類集」に「文化午年毎日詠一首歌之中八首」

があるか，「螢め逼」には寸午年毎日－･首歌乏中」として115首載せられている．次に引くのはそ

のはじめの10首で，第八首ばイ山類巣」にとられている.ものゼある．

　　　　　毎家有春・　　　ス∧　　･．・

　けふとてや宮もねらやも･隔なく,長閑なる万よの春に逢らむ

　　　　　忍尋縁懸　　　　　　・　　　ヅ　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　●　　ゝＪ●ｐ　　．　　　　　　　　　●　あやなくに茂き人目を忍ふ草露のよすかを7これにとははや

　　　　　霞隔行舟　　　　∧　……･

　ほのほのとかすみの浦の朝なきに奥こく舟のゆくへしらすも

　　　　　思不言懸　　　　　　　丿　∧
　　　　　　　　　　　　　　　●　　Ｉ　Ｉ　　-ｒ“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　しるらめやえしもいはれの池水の深くも君を･わか思ふとは
　　　　　　　　　　　　　ｉ　　．　　｜　　　｛
　　　　　鷲座喬木　　　　　　‥

　いっしか･も谷の戸出て我そのの七加本にさなく鶯の声

　　　　　野外残雪　　　　，．∧ダ　’　　　　　　　　　　　　　　｀

　　　　　　　■　　　　　　　　　　●1　1●　　　　　　　i　春立と猶さえかへる程見えて残るも深きのへのしら雪

　　　　　春風解氷　　　　，丿ご　　＼　　　　　　　　　．

　氷ｂゐし網代のなみも打と丿で八十宇治川に春風そ吹　　　　　　　　　　　犬

　　　　　惜無名轡　　　　　‥‥‥,･･･　　．・･．･．・　　　　　　　　．・

　．うっせかひ々･なきこともち白浪の昔に立なん我名しをしも（三句おきっ浪卜改ム）

　　　　　梅有佳色　　　　　｝･’
． ●　４ｄ１１　　　　　　　　　　　　　●

　吠匂ふ御園の梅の色にしも’ぎか際く.御代の春そしらるる　　　　　　‥

　　　　　閑居待友　　　　　４　　’- ゝｉｌ　　ｊ　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　１●_　　ｊ　・　ｒ　／
　塵の世をのかれて住る隠家（とふフヘき友の何ま7こるらん　　　　　　　　　　　　　　　．

この年の作は「山斎集」に卵首入っているが，そういう純万葉風と並んで，万葉風でない歌炉な

おはなはだ多がり7ここyとが知られるであろうレ雅澄の歌は，「山類集」から感じられるような万葉

－･点張にはまだなって･いながっ仁ね･けである．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　■　１

・文化八年以後にっいては，何よりも作歌数の減少が目立っている．前に掲げ7こ表によっても分か

る通!），雅澄の作歌数は文化五年を頂上とし，六年，七年にもなお相当に多作であるが，八年以降

:はそれ炉急激に減つているのである．これは一つには現存資料の偏在’（文化七年二月までの歌はほと

.んど総て残り，それ以後のは「螢の巻」に収められたもののみ残っすこということ）にもとづくが，それだけ

では到底あり得ない．各年度の仝作歌から佳作をえらんだ筈の「螢の雀」に於ても，文化七年の作

319首に対して文化八年から文政三年にい7こる十年間の作は合計145首にすぎない．特･に文化八年

から同十一年までの歌数はわずかに合計31首である．（「螢の巻」のこのあたりは，どの範囲が何年の作

であるかあまり明白でないので，31という数字は確かでないが，大勢には関しない．なお文化十年ごろからは，

「螢の巻」にはないけれども，「山斎集」によると折々長歌がよまれるようになっている．しかしこれも大勢に影

･響することはない.）「螢の巻」への採択卒が年々向上していることを勘定に入れるならば，文化七年

　と八年との作歌数の相違は，上の数字に血らわれ7二以上に大きかつ7ことも言える．なお，前章で，

　文化九年から十年にわす二る一年半ば力うの雅澄日記に，歌会の記事が六回見出されることを述べて

　おい7このであるが，この回数を文化五・六・七年にね7こる二年二ヶ月の間の雅澄の歌会出席回数九

十八回（これにっいては後に述べる）に比べてみてもよい．とにかく文化七年から八年への変化はすこすご

ごとでないという感じを持7こざるを得ないのである．

　思うに恐らく文化七年後牛のころ，雅澄二十才にして生涯のよに一つの転回が行われたのではな

いかと思われる．そしてそれは作歌から学問への転回であつ7二とぱ，きわめて自然に考えられる所

であろう
（i）

･　文化五年ごろからだんだんに親しんでき包万葉集は，今やここで雅澄の全精力を傾注

して惜しみなき研究の対象.となる．傅えられる如く若い雅澄が古事記傅にお･とらぬ万葉註釈の大著

を成しとげ7こいという志を奮い立たせ7ことするならば，それはこの時を措いて他になかろう．時は

一刻も惜しまなければならない，作歌は自然に放棄せられ7二形にならざるを得ない，というような

のが当時の雅澄の状態ではなかつ7こ加と思われる．それであつてこそ，やがて文化九年には教授館

に通うてまで万葉関係の本を見ようとし七こと，そして間もな‘く「万葉集記聞」さえ成るにい7二つ

了こことが，自然な成行として理解されるのである．

　万葉研究への没頭は作歌数の激減となってあらわれると共に，作られすこ少数の歌はいよいよ万葉

主義によって一貫されるようになつてり）く．「螢の巻」の文化八牟以後数年間作のかと思われる31

首は，その牛数15首が「山嶺集」にとられている･し，えらび漏らされ7二歌にしても，例えば

　　　　かきっば7こ

　水7こまるわぎへの池のかきつばﾂこ花の盛を早も問なん

　　　　わらびにそへて女のもとへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’‘’

　春霞棚引岡の初わらびもえて思はぬ時の間もなし

･･の如く，万葉調又はそれに近いものが多いのである．

　文化十二年からは作歌数が再び幾分増加するが，もとよりその数は文化七年までとは比較になら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　φ　　　　J■　　　　　　　　　　　　　　　　　　.ない程度である．作歌がもはや雅澄にとつて第一義でなくなつていずことすれば，これは当然のこと

であろう．幾分増加して来7このは，研究の方炉一段落し了こからか，それとも研究の進捗にともない

瑕.々に作歌を楽しびだけの心の余裕炉生じたからでもあろうか．そうして，この頃になるともはや

　「螢の巻」に牧められ7こ歌から万葉的ならぬ歌を見出すこどはむっかしいし，又それらは殆んどす

べてが「山嶺集」にも入れられるようになっているのを見る.7こだイ螢の巻」文政三年の作は／ど

　うし7こものか「山嶺集」に一首もとられていないが，作そのものは決して後世風ではないのであっ

て，例えば　　　　　　　　　　　　　｀＼　　ブ　　　　　　　　　　　　‥Ｉ

’　一　春　月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レノ

いでてみよいぎわわぎもこ向岡の毛桃の花に月夜ゆ.つｂね

　　　　伊予国医者永野犬乾四十賀　ノ　　　　　　’－　　　　　　．･
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　　　　　　　　　　　　i　Ｆ　　　ゝ　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　　　　　　･l　　ｉ　　　　　　●　　雲爾飛葵貪自^可吾兄子之月爾日弗異派変若爾変苓

　　　　　　月下菊、九月十三夜大咄様御奴題・，∧　　　　　.．　　　　　　　　．'

　　今夜之清月夜乎菊花乎析頭刺而迫久吉毛

　　　　　所誹門人貫成作旋頭歌犬詠月雪花'

　　吾屋前之庭毛保抒呂爾雪降爾佩理　朝目輿久吾見庭爾雪降爾来　　　　　　　　　　　　　　．・

　　款門之浅茅於爾削!a爾釆　白夥孚王等成笥月照爾計里

　　向岡之尾上之楼花開扇来）妹差我析可挿頭花吹爾来

d　　●　　　　　　　　　　　ＩＦ　　･
r. ●　　ゝ|

　の･ようなまぎれもない万葉詞ばかかである．ここらになると，古代語を自在にあやつるというばか

　りでなく，万葉の風格をかなり茸岑に再現し仁ものと官つてよかろう．この旋頭歌にしても，これ

　を前に掲げ仁六町稲城に乖つ仁作にjj,ヒしてみれば，雅澄の伎倆炉目ざましい上達を‘示していること

　が分かる．かくして，文化八年ごろから専ら万葉風を目ざすようになつだ雅澄の作歌は，ぉよそ文

　　　　　　　　　　　　　　　●、トｙ　●l　“･イヒ十二年二十五才の頃に至つてその万葉調を確立し，その後いささかも励挨すること炉なかつ仁と

考えられる．文化十二年の頃叫まつて万葉風をマスク．－し絲つすこことの蔭に，作歌を放秦し仁かに,

見え仁四年開の万葉噺究へむ皮頭があづ゛にことは言うまでもないところであろう．＼
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　　　　　　　　-　一

　数々に書集めても言のはの匂ひありとは誰かみるべき

yとあるのはその一例である．歌の上の交友として「初春の巻」以下に最もしばしば現われるのは

土居雅竹
3）であり，ついで平弼直・大町稲城その他がある．これらの仲間の間では絶えず歌会が行

われ7こ．探題・農題・当座の歌がそこで詠まれ,時には歌合が行われ7二．「初春の巻」「雪の倦」「五

月雨の谷」に現われた歌会（文化五年正月から七年二月まで）の回数を数えると，文化五年32回，六

一年54回√七年（二月まで）12回であって，そのうち雅澄の家（草庵の会，愚亭の会などとある）で催さ

れ了こものが22回である．もっとも「夜雅倚米ｂて当座」などとあるのをも上の数に加え7こので．

歌会という程のものでない場合も多かった筈である炉，とにかくその頻繁さは驚くば力うである．

かような作歌への熱中めってこそあの多数の詠作炉なされ7こわけであろう．がそこには向学の念が

どれだけ動いてい7こか．

　後年のこ･とであるが雅澄は「奉伺口上受」’において，区々斗驚の身が歌合など翫ぶのはよろし

　　　　　　　　　　　　　　　（りくないと常々来学の門弟7こちに論すけれども，門弟7こちはF理に責られてまのあ7二りにはもどきき

しろふ色も見え不申帰服し7二る様に見え候人共，其席を退き脇々へ行而は，早其手の下に，歌合点

一取等之事とやかく申談候様」であると慨歎している．これは幕末土佐の下級武士などの間に歌合点

取などが一種の流行として廣く行われてい7こことを想像させると思う．文化三年から六・七年頃ま

での雅澄も又，これに近い流行にまきこまれて作歌に耽っ7こと見られるではなかろうか．少くとも

文化七年ごろまでの彼は，歌ずきの青年7こちの仲間の一人であっ了こに過ぎないように私には思われ

る．ただそうし7二流行に流されてしまっ7二のでなく，やがて万葉研究という大きな目標をつかみ，

これをつかむや断乎としてこれに向って進み，孜々として倦まなかったところに，雅澄の雅澄?こる

.所以がめつ7このだと思われる．

（註）

　（J）飛鳥井雅四氏蔵．「万葉集古義」以下勿雅澄の著述を列挙して解説を加えすこもの．門人寺田保の編という

　　ことになっているが，実は雅澄自身の書いたものである.

　（2）綿谷雪氏ははやく「鹿持雅澄私見」（「国語と国文学」大正十五年十一・十二月号）に於て，専ら「山斎

　　集」の考祭にもとづいて，文化八年から同十二年頃までの雅澄の作歌の少いことを指摘し，かっその原因

　　は万葉研究への着手にあると推定せられた．その畑眼に服するものである．なお中野虎三著「国学三遷史」

　　の雅澄の項に「雅澄幼より学を好まず，父母甚これを憂ひたりしが，年十七八才に及びて，心に感ずる事

　あり’，大に憤を発し力を文学に尽し…」とあるのは参考に価する伝えであろう.

（3）雅尚は青年時代の雅澄のもつとも親しい交友であつたらしい．「雪の巻」文化六年正月以後，歌稿にもつ

　ともしばしば現われるし，文化九年の日記で見ても，「小学」「土左日記」の会読を共にしており，又一緒

　に文珠参拝をもしている．なお文化七年には雅尚所持の「土左日記」を雅澄が写している．この「土左日

　記」は飛鳥井雅四氏の所蔵で，奥に

　　文化七午年土居雅尚か本をもて七月十六日より筆を染はしめて同し十八日にうつしをへの　飛鳥井深澄

　とあり，妙寿院本系統の本で雅澄の書入れが若干ある／

（4）飛鳥井雅四氏所蔵．弘化二年十月に教授館御目附中金子嘉治馬に提出せられた．古義軒に於ける国学教

　育の方針とその方針の徹底しがたきことを，八ヶ条に分かつて述べ，最後に，来学の少年共の励みになる

　ように彼等の名前を毎年学館（教授館）に報告するよう命ぜられたい旨を記してある．

　後　記．本稿の主な材料は刈谷正勝氏の御好意によって調査することを得た．同氏並びにその他の引用図

書を見ることを許された方々に深謝の意を表する･．

(昭和30年９月30日受理)
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